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加
東
市
商
工
会

　
（
社
町
、
滝
野
町
、
東
条
町
）

た
つ
の
市
商
工
会

　
（
新
宮
町
、
揖
保
川
町
、
御
津
町
）

宍
粟
市
商
工
会

　
（
山
崎
町
、
（宍）
一
宮
町
、
波
賀
町
、
千
種
町
）

香
美
町
商
工
会

　
（
香
住
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
）

淡
路
市
商
工
会

　
（
津
名
町
、淡
路
町
、北
淡
町
、（淡）
一
宮
町
、東
浦
町
）

　

県
下
六
十
四
商
工
会
が
五
十
一
商
工
会
と
な

る
。

 

平
成
十
九
年
四
月
一
日　

五
つ
の
合
併
商
工
会
が
誕
生
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■平成十九年度県補助金について ６頁
　まちなか商業再活性化事業・協同組合法改正
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県
連
合
会
は
、
二
月
二
十
一
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
第
八
回
正

副
会
長
・
常
任
理
事
会
」を
開
催
し
た
。

第
一
号
議
案　

定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

㈠
役
員
総
数
が
商
工
会
数
の
二
分
の

一
未
満
と
な
る
よ
う
改
正
を
行
う
。

㈡
役
員
任
期
（
改
選
期
）
は
、
全
国

連
や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
か
ら
全

国
連
の
役
員
任
期
へ
の
統
一
を
再
三

に
わ
た
り
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
款
の
定
め
に
拘
ら
ず
、
付
則

規
程
で
役
員
任
期
を
二
年
に
定
め
る
。

㈢
役
員
定
数
の
見
直
し
に
伴
っ
て
、

常
任
理
事
制
度
は
平
成
十
九
年
五
月

で
廃
止
す
る
。
但
し
、
県
連
会
長
選

出
地
区
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
掛
か

る
負
担
を
勘
案
し
、
地
区
選
出
の
理

事
か
ら
筆
頭
理
事
を
選
任
し
、
正
副

会
長
会
へ
の
出
席
を
負
託
す
る
。

㈣
監
事
選
出
地
区
は
、
商
工
会
数
の

多
い
東
・
北
播
磨
地
区
、西
播
磨
地
区
、

但
馬
地
区
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
す
る
。

　

㈠
及
び
㈡
は
、
理
事
会
の
承
認
、

総
会
で
の
議
決
承
認
、
県
当
局
の
定

款
変
更
承
認
を
経
て
、
認
可
日
よ
り

施
行
す
る
。

　

㈢
及
び
㈣
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

の
承
認
を
得
て
施
行
す
る
。

第
二
号
議
案　

商
工
会
統
一
諸
規
程

「
職
員
給
与
規
程
」
の
一
部
改
正
に

第
八
回

正
副
会
長
・
常
任
理
事
会

第
八
回

正
副
会
長
・
常
任
理
事
会

第
四
回

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会

第
四
回

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会

人
事
管
理
委
員
会

人
事
管
理
委
員
会

つ
い
て

　

兵
庫
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基

づ
き
、
扶
養
手
当
の
一
部
を
改
正
す

る
。
本
規
程
改
正
は
、
理
事
会
の
承

認
を
得
て
、
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ

れ
る
。

第
三
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
収
支

補
正
予
算
の
設
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

会
費
の
賦
課
基
準
と

な
る
商
工
会
員
数
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
八
年
度
の
実
態
調
査
に

基
づ
い
て
確
定
さ
せ
る
。

第
五
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い

て第
六
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
借
入

金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
、
理
事
会
の
承
認
を
経

て
、
臨
時
総
会
に
付
議
す
る
。

第
七
号
議
案　

臨
時
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

来
る
三
月
二
十
六
日
十
三
時
よ
り
、

神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て
開
催
す

る
。

　

県
連
合
会
は
、
二
月
二
十
二
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
第
二
回

人
事
管
理
委
員
会
（
小
西
康
生
委
員

長
）」
を
開
催
し
た
。

　

協
議
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

㈠「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
人
事

異
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

商
工
会
等
職
員
の
退
職
、
内
部
昇
格
、

人
事
交
流
、
新
規
採
用
（
案
）
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
、
承
認
さ
れ

た
。

㈡「
主
任
経
営
指
導
員
の
資
格
付
与

に
つ
い
て
」
は
、
退
職
等
に
伴
い
、

二
名
の
経
営
指
導
員
が
主
任
資
格
を

喪
失
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
合
格

し
て
い
る
二
名
の
経
営
指
導
員
に
主

任
資
格
を
付
与
す
る
。

㈢「
商
工
会
統
一
諸
規
程
『
職
員
給

与
規
程
』の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」は
、

昨
秋
、
兵
庫
県
人
事
委
員
会
よ
り
提

出
さ
れ
た
平
成
十
八
年
度
給
与
勧
告

に
基
づ
き
、
三
人
目
以
降
の
子
等
の

扶
養
手
当
を
五
千
円
か
ら
六
千
円
に

引
き
上
げ
る
。

㈣「
懲
戒
処
分
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
は
、
全
国
的
に
飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
会
と
し
て
も
、
事
故
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
飲
酒
運
転
を
し
た
職
員
に

対
す
る
処
分
を
厳
重
に
す
る
。

㈤「
職
員
給
与
規
程
の
見
直
し
の
検

討
に
つ
い
て
」
は
、
市
町
合
併
に
よ

り
ほ
と
ん
ど
の
町
が
市
と
な
り
、
ま

た
、
合
併
と
同
時
に
部
長
制
を
導
入

し
た
市
も
あ
る
の
で
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市

と
給
与
水
準
を
整
合
す
る
か
ど
う
か

精
査
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
生

じ
た
。
今
後
、
人
事
管
理
委
員
会
専

門
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

㈥「
商
工
会
職
員
の
県
連
帰
属
化
へ

の
検
討
に
つ
い
て
」は
、平
成
十
二
年
、

全
国
連
主
催
の
全
国
会
長
会
議
に
お

い
て
、「
補
助
対
象
職
員
の
県
連
帰

属
化
」
に
つ
い
て
決
議
が
さ
れ
て
お

り
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
に
十
九
県

連
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
本

県
と
し
て
も
、
今
後
、
人
事
交
流
の

推
進
、
適
正
な
人
員
配
置
、
職
員
の

能
力
開
発
等
を
考
慮
す
る
上
に
お
い

て
、
導
入
の
是
非
を
含
め
、
十
九
年

度
以
降
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

▲提出した７議案について協議された

　

県
連
合
会
は
、
二
月
十
六
日
、
県

商
工
会
館
に
お
い
て
「
第
四
回
情
報

化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
（
井
内
善

臣
委
員
長
）」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、「
県
連
の
機
能
強
化
」「
商

工
会
と
の
連
携
機
能
強
化
」及
び「
そ

の
他
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
、
安
全

性
の
確
保
等
）」に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
ま
で
の
協
議
内
容
を

踏
ま
え
た
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
中
間
報
告
（
素
案
）
及
び
情
報

化
シ
ス
テ
ム
具
体
的
項
目
（
案
）
に

つ
い
て
論
議
し
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
、

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
及
び
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ

記
帳
の
導
入
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
度
、
県
女
性
部
連
合
会（
行

幸
子
会
長
）で
は
、全
国
組
織
化
四

十
周
年
を
記
念
し
作
成
さ
れ
た
女
性

部
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
、
県
下
の
女

性
部
員
の
中
に
浸
透
さ
せ
、組
織
の

Ｐ
Ｒ
推
進
・
部
員
増
強
等
、
女
性
部

活
動
に
伴
う
ア
イ
テ
ム
と
し
て
活
用

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ロ
ゴ
入
り

風
呂
敷
を
製
作
い
た
し
ま
し
た
。 ▲女性部統一ロゴ

　マーク入り風呂敷
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▲パネルデッスカッションの模様

▲全青連大髙会長

第
九
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
四
十
周
年
記
念
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
下
青
年
部
よ
り
百
四
名
が
出
席

第
九
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
四
十
周
年
記
念
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
下
青
年
部
よ
り
百
四
名
が
出
席

　

第
九
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
四
十
周
年
記
念
大
会
）
が
二
月
二

十
一
日
、
二
十
二
日
、
東
京
都
・
日

本
武
道
館
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
県
下
六
十
二
商
工
会

青
年
部
か
ら
百
四
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
全
国
各
地
か
ら
約
六
千
人

の
青
年
部
員
が
参
加
し
、
主
催
者
を

代
表
し
、
全
青
連
大
髙
会
長
が
挨
拶

を
し
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
部
長
会
議
が
開
催

さ
れ
、
次
の
四
項
目
に
つ
い
て
の
提

言
と
意
見
表
明
が
あ
り
決
議
さ
れ
た
。

㈠
商
工
会
組
織
全
体
に
対
す
る
提
言

に
つ
い
て

「
時
代
の
変
化
に
即
応
で
き
る
組

織
づ
く
り
と
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
て
！
」

㈡
政
府
・
経
済
産
業
省
に
対
す
る
提

言
に
つ
い
て

「
地
域
社
会
の
原
動
力
で
あ
り
街

の
灯
り
で
あ
る
中
小
零
細
企
業
に

真
の
力
を
！
」

㈢
全
国
の
商
工
会
青
年
部
に
対
す
る

提
言
に
つ
い
て

「
商
工
会
組
織
・
国
・
県
の
政
策

を
知
る
と
と
も
に
、
出
会
い
を
生

か
し
自
身
の
事
業
の
拡
大
を
！
」

㈣
広
く
一
般
社
会
に
対
す
る
提
言
に

つ
い
て

「
全
国
六
万
人
の
地
域
の
防
人
た

る
商
工
会
青
年
部
の
元
気
は
地
域

の
元
気
に
！
」

　

そ
の
後
、
四
十
周
年
記
念
表
彰
授

与
式
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
次
の

と
お
り
表
彰
さ
れ
た
。

・
中
小
企
業
長
官
表
彰

　
　

優
良
青
年
部

　
　
　

美
方
町
商
工
会
青
年
部

・
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　

優
良
青
年
部

　
　
　

和
田
山
町
商
工
会
青
年
部

・
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
表
彰

　
　

優
良
青
年
部

　
　
　

三
田
市
商
工
会
青
年
部

　
　
　

朝
来
町
商
工
会
青
年
部

・
青
年
部
活
動
功
労
表
彰

　
　

商
工
会
青
年
部
カ
ー
ド
加
入

　
　

促
進
運
動（
期
間
普
及
率
部
門
）

　

兵
庫
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
一
位
）

　
　

青
年
部
部
員
増
強
運
動

　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
実
績
の
部
）

　

兵
庫
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
四
位
）

・
感
謝
状
贈
呈

　
　
　
　

小
西　

隆
紀
（
篠
山
市
）

　

大
会
で
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
、
本
県
の
田
尻
一
平
氏
（
東

条
町
）
が
出
場
し
た
。

　

趣
向
を
凝
ら
し
た
応
援
合
戦
の
後
、

「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
〜
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
『
東
条
』

を
目
指
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に
熱
弁

を
振
る
っ
た
。

　

な
お
、最
優
秀
賞
は
、関
東
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
志
村
光
彦
氏
（
山
梨
県
・

中
央
市
商
工
会
）
が
受
賞
さ
れ
た
。

　

全
国
大
会
第
二
日
目
（
二
月
二
十

二
日
）
は
会
場
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
移
し
、「
全
国
大
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
仁
部
徹
（
県
青
年

部
連
合
会
会
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
一
宮
龍
一
（
県
青
年
部
連
合

会
副
会
長
）
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

全
国
大
会
の
現
状
を
事
前
に
集
計
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
、
過

去
の
大
会
の
問
題
点
を
検
証
し
、
現

在
の
全
国
大
会
に
お
け
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
パ
ネ
ラ
ー
と
会
場
の

参
加
者
と
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
大
髙
衛
氏
（
全
青
連
会

長
）
は
、
全
国
大
会
が
全
国
の
青
年

部
員
が
同
じ
意
識
を
持
っ
て
参
加
し
、

一
枚
岩
の
結
束
力
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
大
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
旨
を
述

べ
閉
会
し
た
。

▲甘利経済産業大臣

▲授章者の模様

　

去
る
二
月
一
日
、
神
戸
市
・
パ
レ

ス
神
戸
に
お
い
て
、
県
女
性
連
（
行

幸
子
会
長
）、県
青
連（
仁
部
徹
会
長
）

で
は
、
本
年
度
両
部
が
創
立
四
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記
念
大
会
の

開
催
を
す
べ
く
、
合
同
で
の
実
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。

　

今
後
、
大
会
実
行
に
向
け
て
、
以

下
の
方
針
協
議
を
行
っ
た
。

一
．
記
念
大
会
内
容
に
つ
い
て

二
．
記
念
大
会
表
彰
基
準
に
つ
い
て

三
．
動
員
計
画
に
つ
い
て

四
．
大
会
テ
ー
マ
及
び
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
案

を
提
示
し
、
日
程
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
年
二
月
初
旬
を
第
一
案
と
し
、

ま
た
動
員
計
画
に
つ
い
て
、
前
回
の

三
十
五
周
年
記
念
大
会
の
動
員
数

（
七
百
名
）
を
目
標
に
、
計
画
を
進

め
る
等
協
議
を
し
た
。

県
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
創
立

四
十
周
年
実
行
委
員
会
を
開
催

県
青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
創
立

四
十
周
年
実
行
委
員
会
を
開
催

全
国
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

全
国
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議



▲合併契約書に署名する三町商工会長

▲三町商工会長と立会人
　吉田会長、今後会長、中村会長、藤原町長
　南向局長、土谷会長（向かって左から）

▲交流研修会の模様

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 
しんきんのキャッシュカードなら、「しんきんゼロネットサービス」の
ステッカーのある全国の信用金庫ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。
出先で、旅先でご利用下さい。（但し、土日・祝日・所定時間外等を除く）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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二
月
二
十
八
日
、
村
岡
町
（
今
後

敏
一
会
長
）、美
方
町（
吉
田
勇
会
長
）、

香
住
町
（
中
村
曉
会
長
）
の
三
町
商

工
会
は
、
四
月
一
日
に
会
員
数
約
千

人
の
香
美
町
商
工
会
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
べ
く
、
香
美
町
香
住
区
の
国
民

宿
舎
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
に
て

合
併
契
約
調
印
式
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
三
町
商
工
会
の
会
長
を

は
じ
め
、
合
併
協
議
会
の
委
員
、
立

会
人
等
約
三
十
名
が
出
席
し
、
中
村

曉
合
併
協
議
会
会
長
（
香
住
町
商
工

会
会
長
）
が
合
併
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
報
告
し
た
後
、
三
町
商
工
会
長

が
合
併
契
約
書
に
調
印
。
立
会
人
の

南
向
明
博 
但
馬
県
民
局
長
、
藤
原

久
嗣
香
美
町
長
、
土
谷
正
男 

県
連

合
会
会
長
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併

協
議
を
進
め
て
き
た
関
係
者
の
今
日

ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
と
新
商

工
会
が
今
後
の
地
域
産
業
振
興
に
果

た
す
役
割
り
に
期
待
を
込
め
た
エ
ー

ル
が
贈
ら
れ
た
。

　
「
香
美
町
商
工
会
」は
、香
住
区（
現

香
住
町
商
工
会
館
）
に
本
所
、
村
岡

区
（
現
村
岡
町
商
工
会
館
）、
小
代

区
（
現
美
方
町
商
工
会
館
）
に
支
所

を
設
置
。
合
併
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
機
能
統
合
と

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
り
人
的
戦

力
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
さ
ら
に
昇

華
し
、
積
極
的
に
新
規
事
業
を
立
ち

上
げ
る
等
、
新
た
な
商
工
会
モ
デ
ル

に
取
り
組
む
。

香
美
町
内
三
町
商
工
会

　
　

合
併
契
約
調
印
式

大
阪
府
商
工
会
女
性
部
連
合
会
と

城
崎
町
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流

研
修
会
を
開
催

　

去
る
二
月
二
十
三
日
、
城
崎
町
大

会
議
館
に
お
い
て
、
大
阪
府
商
工
会

女
性
部
連
合
会（
坂
本
萬
里
子
会
長
）

と
城
崎
町
商
工
会
女
性
部
（
川
﨑
綾

子
部
長
）
と
の
交
流
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　

当
日
、
県
女
性
部
連
合
会
の
行
幸

子
会
長
も
出
席
、「
女
性
部
と
し
て

の
地
域
振
興
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
町
川
﨑
女
性
部
長
か
ら
活
動

事
例
と
し
て
、
八
年
前
よ
り
「
閑
散

期
で
あ
る
六
月
の
町
に
、
元
気
と
パ

ワ
ー
を
！！
」
を
目
的
と
し
て
「
き
の

さ
き
温
泉
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
」

を
立
ち
上
げ
た
経
緯
と
年
々
こ
の
ま

つ
り
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
数
も
増
え
、

今
で
は
全
国
的
に
す
っ
か
り
定
着
し

た
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の

説
明
を
行
っ
た
。

　

研
修
会
は
、
主
に
こ
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ 

Ｋ
Ｏ
Ｉ
に
つ
い
て
効
果
を
問
う
な
ど

積
極
的
な
意
見
や
質
問
が
飛
び
交
い
、

ま
た
、
互
い
の
事
業
に
つ
い
て
も
報

告
し
合
う
な
ど
終
始
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
ム
ー
ド
の
中
進
み
、
最
後
は
、

同
商
工
会
女
性
部
の
指
導
の
も
と
、

城
崎
温
泉
特
製「
か
に
鳴
子
」を
持
ち
、

「
正
調
よ
さ
こ
い
」
の
曲
に
合
わ
せ

全
員
で
よ
さ
こ
い
を
踊
り
締
め
く
く

り
と
し
た
。

　

翌
日
、
大
阪
府
女
性
連
は
城
崎
伝

統
工
芸
品
で
あ
る
「
麦
わ
ら
細
工
」

の
講
習
会
に
お
い
て
、
各
々
城
崎
の

思
い
出
を
作
成
し
、
研
修
交
流
を
終

え
た
。

▲かに鳴子を両手に全員で「よさこい踊り」
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南
あ
わ
じ
市
商
工
会
（
会
長
志
智

宣
夫
）
で
は
、
本
年
度
実
施
し
て
お

り
ま
す
小
規
模
事
業
者
新
事
業
全
国

展
開
支
援
事
業
の
中
で
、
融
雪
瓦
と

平
行
し
て
い
ぶ
し
製
品
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

漆
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

製
品
や
、
融
雪
瓦
の
発
熱
方
法
を
活

用
し
て
足
温
器
、
い
ぶ
し
瓦
板
縁
台

を
製
作
い
た
し
ま
し
た
。

　

淡
路
島
の
粘
土
に
特
殊
な
酵
素
を

混
ぜ
焼
成
燻
化
し
た〝
い
ぶ
し
瓦
板
〞

を
発
熱
シ
ー
ト
で
暖
め
、
外
枠
は
竹

材
で
制
作
し
足
湯
感
覚
で
使
用
で
き

る
「
足
温
器
」。
県
内
産
桧
の
間
伐

材
を
養
父
市
の
木
材
業
者
に
依
頼
し

縁
台
を
作
成
し
た
「
い
ぶ
し
瓦
板
縁

台
」。
ど
ち
ら
も
特
殊
酵
素
と
瓦
独

特
の
温
熱
効
果
が
期
待
で
き
る
。「
い

ぶ
し
瓦
板
縁
台
」
は
市
内
三
ケ
所
の

施
設
に
仮
設
置
し
利
用
者
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
予
定
。

　

又
、
南
あ
わ
じ
市
は
風
光
明
媚
な

海
岸
線
や
豊
か
な
海
産
物
、
農
産
物

に
恵
ま
れ
た
観
光
地
と
し
て
す
で
に

有
名
で
あ
る
が
、
今
回
市
内
の
伊
毘

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
瓦
を

使
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
花
壇
、
プ

ラ
ン
タ
ー
等
を
地
区
内
に
設
置
す
る

と
共
に
各
宿
泊
施
設
も
随
所
に
瓦
を

取
り
入
れ
た
工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
他
の
観
光
地
と
一
味
違
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

春
に
な
れ
ば
花
に
包
ま
れ
、
夏
に
な

る
と
海
と
砂
浜
に
輝
く
青
海
波
等
の

瓦
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〜
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

〝
融
雪
瓦
か
ら
足
温
器
・
岩
盤
浴
が
楽
し
め
る
縁
台
・

　
　
　
　
　
　

瓦
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
地
域
づ
く
り
へ
〞

▲全国展開支援事業推進委員会
　委員長　興津氏

▲淡路島南IC前オブジェ

▲東条町商工会女性部による子供たちの着付け

　

東
条
町
商
工
会
女
性
部
（
山
下
洋

子
部
長
）
で
は
、
三
月
九
日
か
ら
十

五
日
に
か
け
て
商
工
会
管
内
の
保
育

園
で「
わ
く
わ
く
お
雛
さ
ま
体
験
！
」

と
題
し
十
二
単（
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
）

の
着
付
け
体
験
を
開
催
し
た
。

　

今
年
度
、「
地
場
産
業
ふ
れ
あ
い

講
習
会
」
を
六
回
に
わ
た
り
開
催
し

地
場
産
業
で
あ
る
鯉
の
ぼ
り
、
釣
り

針
、
雛
人
形
に
対
す
る
知
識
を
深
め

た
。
そ
の
中
で
、
雛
人
形
に
つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
か
ら
雛
人
形
の
着
物
と

同
じ
布
地
を
使
っ
て
女
性
部
員
に
よ

る
手
作
り
の
子
供
用
十
二
単
を
制
作

す
る
企
画
が
あ
が
り
、
着
物
を
始
め
、

大
道
具
、
小
道
具
と
会
員
の
技
術
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
の
末
、

手
作
り
の
大
作
が
完
成
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
供
達
が
雛
人
形
と
同

じ
布
地
で
作
っ
た
十
二
単
を
着
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
育
っ
た
東
条
の

地
場
産
業
に
触
れ
て
も
ら
い
、
地
域

へ
の
関
心
と
愛
着
を
よ
り
一
層
持
つ

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
制
作

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

女
の
子
は
十
二
単
で
お
姫
様
に
男

の
子
は
陣
羽
織
と
袴
姿
（
手
に
は
東

条
産
鯉
の
ぼ
り
）
で
そ
れ
ぞ
れ
の
親

に
写
真
撮
影
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

十
二
単
を
着
て
は
に
か
ん
だ
様
子

で
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
女
の
子
。
男
の

子
も
凛
々
し
い
姿
で
鯉
の
ぼ
り
を
泳

が
せ
て
い
た
。

　

こ
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
地

場
産
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

四
日
と
十
一
日
は
、
神
戸
市
灘
区

の
水
道
筋
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
ま
る
ご
と
北
播
磨
展
・
日
曜
物
産

市
」
へ
も
出
展
し
子
供
達
に
十
二
単

や
陣
羽
織
の
着
付
け
体
験
を
し
て
も

ら
い
多
数
の
通
行
人
に
も
北
播
磨
地

域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
に
務
め
た

い
と
し
て
い
る
。

主な行事予定

5
月
の
こ
よ
み

７
日
㊊　

正
副
会
長
・
常
任
理
事
会

（
県
商
工
会
館
）

８
日
㊋　

県
女
性
連
総
会
・
幹

部
講
習
会 

（
神
戸
市
・
舞
子
ビ
ラ
）

14
日
㊊　

理
事
会（
県
商
工
会
館
）

30
日
㊌　

通
常
総
会（
神
戸
市
・
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸
）

わ
く
わ
く

　
　

お
雛
さ
ま
体
験
！

い　

び
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－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

定
款
に
お
い
て
監
事
の
監
査
権
限
を

会
計
に
限
定
で
き
る
も
の
と
す
る
。

【
大
規
模
組
合:

業
務
監
査
権
限
の

付
与
義
務
】

④
監
事
に
対
す
る
理
事
会
議
事
録
へ

の
署
名
の
義
務
づ
け

　

理
事
会
へ
出
席
し
た
監
事
に
理
事

会
の
議
事
録
へ
の
署
名
を
義
務
付
け

る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
通
常

総
会
開
催
の
手
続
き
を
は
じ
め
多
く

の
改
正
点
及
び
留
意
事
項
が
あ
り
、

定
款
改
正
の
手
続
き
な
ど
に
お
い
て

注
意
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問
・
相
談
等
は
「
兵
庫
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
」【
電
話 

〇
七
八

（
三
六
一
）
八
〇
五
六
】
ま
で

　

平
成
十
九
年
度
県
補
助
金
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
。

・「
小
規
模
事
業
支
援
費
補
助
金
」

と
「
小
規
模
事
業
振
興
対
策
費
補

助
金
（
県
単
補
助
金
）」
が
統
合

さ
れ
、
一
本
化

・
名
称
が
「
小
規
模
事
業
支
援
費
補

助
金
」
か
ら
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
費
補
助
金
」
に
変
更

・
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
を
人
件
費
、
基

礎
的
事
業
費
及
び
事
業
費
に
再
編

・
事
務
局
長
設
置
費
は
、
対
象
経
費

を
人
件
費
に
限
定
し
、
事
業
費
扱

い
か
ら
人
件
費
扱
い
に
変
更

・
基
礎
的
事
業
費
（
旅
費
、
事
務
費
、

指
導
事
業
費
等
）
の
十
％
及
び
箇

所
付
事
業
費
を
地
域
活
力
増
進
事

業
と
し
て
、
県
連
合
会
を
通
じ
て

助
成
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平
成
十
九
年
度
県
補
助
金
に
つ
い
て

ま
ち
な
か
商
業
再
活
性
化
事
業

協
同
組
合
法
が
四
月
一
日
改
正
施
行

　

兵
庫
県
主
催
の
「
ま
ち
な
か
商
業

再
活
性
化
事
業
（
大
型
店
出
店
対
策

事
業
）」
等
説
明
会
が
、
二
月
二
十

三
日
、
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

厳
し
い
県
予
算
の
な
か
で
、
大
型
店

出
店
対
策
と
、
商
業
振
興
と
ま
ち
づ

く
り
対
策
と
の
連
携
を
図
る
観
点
か

ら
、
所
要
額
が
確
保
さ
れ
た
。

　

主
な
新
規
事
業
は
次
の
と
お
り
。

ま
ち
な
か
商
業
再
活
性
化
事
業
の

実
施（
大
型
店
出
店
対
策
事
業
の
創
設
）

　

目
的　

中
心
市
街
地
等
ま
ち
な
か

の
既
存
商
店
街
は
、
大
型
店
の
郊
外

進
出
、
公
的
施
設
の
郊
外
へ
の
移
転

等
か
ら
空
き
店
舗
が
増
加
す
る
等
、

に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
、
魅
力
が
相
対

的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
ま
ち
な

か
の
商
業
を
再
活
性
化
す
る
た
め
、

商
業
施
策
と
ま
ち
づ
く
り
施
策
が
一

体
と
な
っ
た
支
援
施
策
を
展
開
し
、

地
域
の
買
い
物
を
し
、
楽
し
む
場
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
る
。

　

対
象　
「
改
正
都
市
計
画
法
」
施

行
（
平
成
十
九
年
十
一
月
）
ま
で
に

「
大
店
立
地
法
」
の
新
規
出
店
届
出

を
し
、
平
成
十
九
年
度
以
降
に
開
店

す
る
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大

型
店
が
出
店
す
る
市
町
又
は
そ
の
隣

接
市
町

　

内
容　

対
象
地
域
に
該
当
す
る
市

町
が
、
大
型
店
出
店
に
伴
い
影
響
を

受
け
る
と
認
め
ら
れ
る
商
店
街
に
対

し
て
行
う
次
の
活
性
化
支
援
事
業
。

①
大
型
店
出
店
対
策
の
具
体
的
実

行
プ
ラ
ン
づ
く
り
支
援

②
具
体
的
実
行
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

具
体
の
大
型
店
対
策
事
業

　
　

補
助
率　

県
１
／
３
、

　
　
　
　
　
　

市
町
１
／
３
、

　
　

限
度
額　

七
，〇
〇
〇
千
円
／
年

　
　
　
　
（
一
市
町
三
年
間
を
限
度
）

　
　

件　

数　

五
件

商
人
塾
の
開
催

　

目
的　

消
費
者
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
ま
ち
な
か
の

居
住
人
口
の
減
少
と
郊
外
大
規
模
店

と
の
競
合
等
、
商
店
街
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
こ
う

し
た
中
、
中
小
商
業
者
が
商
店
街
活

性
化
方
策
を
探
る
商
人
塾
を
開
催
し
、

商
店
街
の
振
興
に
資
す
る
。

　

対
象　

商
工
会
議
所
・
商
工
会（「
改

正
都
市
計
画
法
施
行
（
平
成
十
九
年

十
一
月
）」
ま
で
に
大
型
店
の
出
店

が
予
定
さ
れ
、
早
急
に
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
地
域
を
主
に
想
定
）

　

内
容　

商
工
会
議
所
・
商
工
会
が

行
う
次
の
内
容
の
商
人
塾
事
業
。

①
中
小
商
業
者
の
や
る
気
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
活
性
化
方
策

立
案
に
資
す
る
た
め
の
も
の

②
中
小
商
業
者
の
大
規
模
店
出
店

対
策
に
資
す
る
た
め
の
も
の

　
　

補
助
率　

定
額

　
　

限
度
額　

二
〇
〇
千
円

　
　

件　

数　

五
件

役
員
任
期
の
変
更
な
ど

　

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
等
が
相

互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
て
運
営
し

て
き
た
中
小
企
業
組
合
制
度
に
つ
い

て
、
近
年
、
そ
の
規
模
の
拡
大
や
事

業
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
組
合
が
破

綻
す
る
事
例
等
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
中
小

企
業
組
合
の
事
業
運
営
全
般
の
規
律

強
化
等
の
観
点
か
ら
、こ
の
た
び「
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
」
が
改
正
さ

れ
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
大
き
な
改
正
点
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
。

①
員
外
監
事
制
度
の
導
入

　

組
合
員
の
総
数
が
千
人
を
超
え
る

組
合
（
以
下
「
大
規
模
組
合
」
と
い

う
。）
に
お
い
て
は
、
監
事
の
う
ち

一
人
以
上
は
、
員
外
監
事
と
す
る
。

②
役
員
の
任
期
の
変
更

　

理
事
の
任
期
は
、
二
年
以
内
に
お

い
て
定
款
で
定
め
る
期
間
と
し
、
監

事
の
任
期
は
、
四
年
以
内
に
お
い
て

定
款
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。

（
従
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
年
以
内
）

③
監
事
へ
の
業
務
監
査
権
限
の
付
与

　

監
事
は
、
理
事
の
業
務
の
執
行
を

監
査
す
る
と
と
も
に
、
監
査
報
告
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

す
る
一
方
で
、
大
規
模
組
合
以
外
は
、

平成１９年度地域活性化支援費補助金（旧小規模）について

Ｈ１８ Ｈ１９

小
規
模

旧
県
単

人件費

小規模事業振興
対策

指導事業費
（指導環境推進費）
（箇所付け事業等）
（指導事業費:基礎的事業費）

（基礎的事業費90％）

（基礎的事業費10％）

地
域
経
済
活
性
化

人件費
（事務局長設置費）

地域活力増進事業
(県連より商工会へ助成）

指導事業費
（資質向上対策等、その他事業費）
（指導事業費:基礎的事業費）
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